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特

集
矯
正
施
設
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
化
と
効
果
検
証

半は
ん

　
藤ど

う

　
真ま

由ゆ

実み

矯
正
研
修
所
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
効
果
検
証
官

一　

は
じ
め
に

効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
は
お
か
げ
さ
ま
で
新
設
か
ら
五
年
が
た
ち

ま
し
た
。
と
言
い
ま
し
て
も
、
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
ま

だ
歴
史
が
浅
い
た
め
か
、
中
に
は
な
じ
み
の
な
い
方
や
、
名
前
を

聞
い
た
こ
と
も
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
際
に
今
ま
で
、「
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
こ
の
民
間
団

体
で
す
か
。」（
民
間
で
は
な
く
、
法
務
省
の
矯
正
職
員
に
よ
る
組
織

で
す
）、「
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。」（
矯

正
研
修
所
内
の
一
階
に
あ
り
ま
す
）、「
確
か
、
心
理
技
官
が
働
い
て
い 

る
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。」（
統
括
効
果
検
証
官
以
下
、法
務
技
官
（
心
理
） 

と
法
務
教
官
と
が
約
半
々
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
当
職 

は
法
務
教
官
で
す
）、「
統
計
で
難
し
そ
う
な
効
果
検
証
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
よ
ね
。」（
確
か
に
、
再
犯
防
止
の
観
点
か
ら
矯
正
行
政
に

係
る
効
果
検
証
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

Ｍ
Ｊ
Ｃ
Ａ
や
Ｇ
ツ
ー
ル
、
施
設
で
日
々
使
用
し
て
い
る
処
遇
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
及
び
維
持
管
理
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
）
な
ど
、
出
張
等 

の
た
び
に
数
々
の
御
質
問
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

更
に
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く

矯
正
研
修
所
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
五
年
間
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら

32



特集／矯正施設におけるプログラムの充実化と効果検証（令和 6 年 8 月．刑政135巻 8 号）

特集：矯正研修所効果検証センター５年間の歩みとこれから

必
要
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
有
り
難
く
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、今
回
新
設
五
年
目
と
い
う
節
目
に
お
い
て
、

令
和
六
年
三
月
一
九
日
に「
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
実
施
し
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
「
刑
政
」
誌
に
執
筆
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
職
は
昨
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
担
当
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
た
め
、
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
が
処
遇
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
改
訂
・
効
果
検
証
等
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
、
是
非
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
今
回
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
焦
点
を
当
て
て
御
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
当
日
御
参
加
が
か
な
わ
な
か
っ
た
矯
正
職
員
を
は
じ

め
と
す
る
読
者
の
皆
様
に
も
本
誌
を
通
じ
て
概
要
を
共
有
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

二　

薬
物
依
存
離
脱
指
導
の
充
実
化
と
効
果
検
証

（
一
）
効
果
検
証
の
背
景

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
化
の
一
例
と
し
て
、

既
に
公
表
し
て
い
る
薬
物
依
存
離
脱
指
導
（
Ｒ
１
）（
以
下
「
Ｒ
１
」

と
い
う
）
の
充
実
化
と
効
果
検
証（

１
）に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

Ｒ
１
は
、
平
成
一
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
対
象
者
が

多
く
、
再
入
率
も
高
い
上
に
、
総
じ
て
刑
期
が
短
い
た
め
、
指
導

時
間
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
、平
成
二
八
年
度
に
Ｒ
１
を
改
訂
し
、

新
た
な
実
施
体
制
を
開
始
し
ま
し
た
。
改
訂
の
特
徴
と
し
て
は
、

大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、指
導
目
標
の
見
直
し
で
す
。

薬
物
依
存
症
は
病
気
で
あ
る
と
の
認
識
や
、
民
間
自
助
団
体
の
活

動
の
広
が
り
な
ど
の
社
会
状
況
の
変
化
等
を
受
け
て
社
会
内
の
処

遇
や
治
療
等
と
の
継
続
性
を
踏
ま
え
た
指
導
目
標
に
改
訂
さ
れ
ま

し
た
。
二
つ
目
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
複
線
化
で
す
。
具
体
的
に
は
、

標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
必
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
三
種
類
に
複
線
化
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
種
類
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

（
二
）
効
果
検
証
の
枠
組
み

改
訂
後
の
新
た
な
実
施
体
制
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
検
証
す
る
た
め
、
標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
犯
防
止
効
果
に
関

す
る
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
検
証
の
枠
組
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み
と
し
て
は
、
二
つ
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
専
門

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
と
心
理
尺
度
得
点
の
変
化
に
関
す
る
調
査
で

す
。
こ
れ
は
、
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
者
（「
受
講
群
」）
と
未

受
講
者
（
い
わ
ゆ
る
「
比
較
対
照
群
」
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
専
門
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
予
定
の
「
待
機
群
」）
で
、
薬
物
使
用
の
問
題
を

変
え
た
い
と
い
う
変
化
へ
の
動
機
付
け
を
図
る
も
の（
２
）、

薬
物
に
対

す
る
欲
求
に
対
処
で
き
る
自
信
を
測
る
も
の（
３
）、

薬
物
の
再
使
用
防

止
ス
キ
ル
を
測
る
も
の（
４
）、

継
続
的
に
治
療
・
援
助
を
求
め
る
態
度

を
測
る
も
の
の
四
つ
の
区
分
か
ら
成
る
八
つ
の
心
理
尺
度（
５
）を
使
用

し
、
そ
の
得
点
の
変
化
を
比
較
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講
群
と
待

機
群
を
無
作
為
に
割
り
付
け
る
こ
と
で
、
受
講
以
外
の
要
因
の
影

響
を
除
去
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
方
法
と
し
て
知

ら
れ
る
無
作
為
比
較
対
照
試
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
と
い
う
手
法
を
用
い

て
実
施
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
Ｒ
１
対
象
者
の
再
犯
追
跡
調
査

で
す
。
こ
れ
は
、
出
所
二
週
間
前
を
め
ど
に
自
記
式
質
問
紙
調
査

を
実
施
し
、
出
所
後
二
年
間
の
矯
正
施
設
へ
の
再
犯
状
況
に
関
す

る
追
跡
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
こ
で
言
う
再
犯
と
は
、
刑
事
施
設
出
所
日
か
ら
二
年

以
内
に
じ
ゃ
っ
起
さ
れ
た
薬
物
事
件
に
よ
り
、
実
刑
判
決
を
受
け

て
再
び
受
刑
す
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
の
う
ち
、
最
も
日
付
が
早

い
事
件
を
指
し
ま
す
。

（
三
）
調
査
結
果

調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
ず
、
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

受
講
と
心
理
尺
度
得
点
の
変
化
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
、
前
記

八
つ
の
う
ち
六
つ
の
尺
度
（
動
機
付
け
の
変
化
、
欲
求
対
処
ス
キ
ル

の
変
化
、
援
助
に
係
る
態
度
の
変
化
等
）
に
お
い
て
受
講
効
果
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
Ｒ
１
対
象
者
の
再
犯
追
跡
調

査
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
と
未
受
講
者
の
再
犯
率
に
差
は
認
め
ら

れ
ず
、
受
講
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
合
せ
別
（
必
修
、
必
修
・
選
択
、

必
修
・
専
門
、
必
修
・
選
択
・
専
門
、
そ
の
他
）
の
再
犯
率
に
一
部

差
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
定
方
法
や
内
容
等
に

課
題
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
四
）
今
後
の
課
題
と
対
応

効
果
検
証
の
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
一
定
程
度
の
効
果

が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選

定
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
、
一
部
課
題
が
示
さ
れ
た
た
め
、
新
た

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
体
制
を
導
入
し
、
対
象
者
の
重
症
度
も
加
味
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
定
と
す
る
こ
と
や
、
移
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
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し
、
出
所
後
を
見
据
え
、
ス
キ
ル
の
定
着
や
円
滑
な
社
会
復
帰
を

図
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
Ｇ

ツ
ー
ル
の
Ｒ
１
受
講
優
先
度
と
処
遇
調
査
に
基
づ
き
、
Ｒ
１
受
講

対
象
者
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｔ
―

２
０（

６
）と

い
う
薬
物
乱
用
に
関
連
す
る
問
題
の
重
症
度
を
簡
便
か
つ

実
用
的
に
評
価
す
る
こ
と
目
的
と
し
た
も
の
も
併
用
し
て
、
高
密

度
、
中
密
度
、
低
密
度
に
対
象
者
を
分
類
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多

層
的
に
行
う
取
組
を
実
施
す
る
な
ど
新
た
な
取
組
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

（
五
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
意
見
交
換

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
甲
南
女
子
大

学
森
丈
弓
教
授
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
髙
橋
哲
准
教
授
を
指
定
討

論
者
と
し
て
お
招
き
し
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
御

意
見
と
し
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
者
と
な
る
施
設
職
員
の
負

担
を
最
小
限
に
で
き
る
よ
う
に
、
比
較
対
照
群
に
つ
い
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
時
期
に
影
響
の
な
い
形
で
効
果
検
証
の
デ
ザ
イ
ン

（「
受
講
群
」
と
「
待
機
群
」
の
比
較
）
が
設
計
さ
れ
て
お
り
、
精
度

の
高
い
効
果
検
証
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
御
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
効
果
検
証
の
知
見
や
結
果
等
に
つ

い
て
の
対
外
的
発
信
も
視
野
に
入
れ
る
と
良
い
と
い
っ
た
御
意
見

や
、
矯
正
局
指
定
の
効
果
検
証
業
務
計
画
終
了
年
度
を
も
っ
て
効

果
検
証
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
中
長
期
的
に
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
効
果
検
証
を
継
続
で
き
る
と
良
い
と
い
っ
た
御
意
見

な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
い
た
だ
い

た
御
意
見
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
く
所

存
で
す
。

三　

そ
の
他
効
果
検
証

成
人
矯
正
課
業
務
と
し
て
は
、
性
犯
罪
再
犯
防
止
指
導
の
効
果

検
証
に
つ
い
て
も
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
二
年
三
月
に
公
表
さ
れ

た
内
容
で
す
の
で
、
紹
介
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

少
年
矯
正
課
業
務
と
し
て
は
、
特
定
生
活
指
導
（
性
非
行
防
止

指
導
）
の
効
果
検
証
、
大
麻
使
用
歴
を
有
す
る
在
院
者
に
対
す
る

指
導
教
材
等
の
作
成
、
女
子
少
年
院
在
院
者
の
特
性
に
配
慮
し
た

処
遇
の
効
果
検
証
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
大
麻
使
用
歴
を
有
す
る
在
院
者
に
対
す
る
指
導

教
材
等
の
作
成
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
ま
す
と
、
社
会
内
の
薬
物

治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連
続
性
の
確
保
や
大
麻
使
用
歴
を
有
す
る
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在
院
者
の
増
加
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
て
、
特
定
生
活
指
導
（
薬

物
非
行
防
止
指
導
）
教
材
「
Ｊ
．
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
」
改
訂
と
、
補
助

教
材
と
し
て
「
大
麻
に
関
す
る
指
導
教
材
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

文
章
を
読
み
や
す
く
し
、
視
覚
的
に
も
工
夫
し
た
ほ
か
、
現
場
の

少
年
施
設
の
御
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
コ
ラ
ム
も
増
や
す
な
ど
し

て
充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。

四　

最
後
に

効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、効
果
検
証
班
時
代
か
ら
の
知
見
・

手
法
を
蓄
積
し
て
き
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
作
成
・

改
訂
・
維
持
管
理
、
効
果
検
証
等
を
担
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

効
果
検
証
に
当
た
っ
て
は
、
日
々
の
業
務
に
加
え
、
多
く
の
調
査

で
御
負
担
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
と
承
知
し
て
お
り
、
改
め
て

矯
正
職
員
の
皆
様
方
に
は
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

効
果
検
証
業
務
に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
教
材
作

成
か
ら
効
果
検
証
に
至
る
ま
で
、
先
行
研
究
や
、
過
去
の
効
果
検

証
結
果
の
蓄
積
等
に
加
え
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
専
門
的

御
指
導
を
賜
り
な
が
ら
議
論
を
重
ね
つ
つ
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
こ
れ
ら
は
効
果
検
証
の
た
め
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
だ
け
で
は
効
果
検
証
の
実
施
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

矯
正
局
か
ら
の
最
新
の
施
策
を
踏
ま
え
た
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
矯
正

施
設
の
職
員
や
関
係
の
皆
様
に
と
っ
て
教
材
や
効
果
検
証
が
無
理

な
く
実
施
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
か
、
受
講
者
の
反
応
を
踏
ま
え

た
改
善
策
は
あ
る
か
、
指
導
者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
が
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
視
点
が
不
可
欠

で
す
。
ま
さ
に
矯
正
施
設
、矯
正
局
、そ
し
て
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー

が
一
丸
と
な
っ
て
共
に
矯
正
行
政
に
お
け
る
効
果
検
証
を
担
っ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
よ
り
良
い
効
果

検
証
の
た
め
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
効
果
検
証
へ
の
御
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
１
）　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
理
絵
・
大
江
由
香
「
刑
事
施
設
に
お
け

る
薬
物
依
存
離
脱
指
導
の
現
状
と
今
後
の
展
望
―
効
果
検
証
に
基
づ
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
化
に
向
け
て
―
」（
二
〇
二
二
）
刑
政
一
三
三
巻
一
〇
号
、

三
四
―
四
六
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）　

変
化
へ
の
動
機
付
け
を
測
る
尺
度
と
し
て
、SO

CRA
T

ES-4D

（
小
林
他
、

二
〇
一
〇
）
を
使
用
し
た
。
こ
れ
は
、「
病
識
」（
薬
物
へ
の
問
題
意
識
）、「
迷

い
」（
改
善
に
係
る
葛
藤
）、「
実
行
」（
問
題
改
善
の
行
動
化
）
を
測
定
す
る

尺
度
で
あ
る
。SO

CRA
T

ES-4D

に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
、
小
林
桜
児
・
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松
本
俊
彦
・
千
葉
泰
彦
・
今
村
扶
美
・
森
田
展
彰
・
和
田
清
（
二
〇
一
〇
）・

少
年
鑑
別
所
入
所
者
を
対
象
と
し
た
日
本
語
版SO

CRA
T

ES

（Stage of 
Change Readiness and T

reatm
ent Eagerness Scale

）
の
因
子
構
造

と
妥
当
性
の
検
討　

日
本
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
医
学
会
雑
誌
、
四
五
（
五
）、

四
三
七
―
四
五
一
。

（
３
）　

薬
物
依
存
に
対
す
る
自
己
効
力
感
尺
度
（
森
田
他
、
二
〇
〇
七
）
を
使
用

し
た
。
こ
れ
は
、「
全
般
的
自
己
効
力
感
」（
全
般
的
な
場
面
で
薬
物
に
対
す

る
欲
求
に
対
処
で
き
る
自
信
）、「
個
別
場
面
自
己
効
力
感
」（
具
体
的
な
場
面

で
薬
物
に
対
す
る
欲
求
に
対
処
す
る
自
信
）
を
測
定
す
る
尺
度
で
あ
る
。
詳

し
く
は
、
森
田
展
彰
・
末
次
幸
子
・
嶋
根
卓
也
・
岡
坂
昌
子
・
清
重
知
子
・

飯
塚
聡
・
岩
井
喜
代
仁
（
二
〇
〇
七
）。
日
本
の
薬
物
依
存
症
者
に
対
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
認
知
行
動
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
そ
の
有
効
性
の
検

討　

日
本
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
医
学
会
雑
誌
、
四
二
（
五
）、
四
八
七
―

五
〇
六
。

（
４
）　

効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
独
自
に
開
発
し
た
ス
キ
ル
尺
度
で
あ
る
。

こ
れ
は
、「
ス
キ
ル
尺
度
（
予
防
）」（
薬
物
を
再
使
用
し
な
い
た
め
に
日
常
生

活
の
中
で
実
行
す
る
予
防
ス
キ
ル
）、「
ス
キ
ル
尺
度
（
対
処
）」（
薬
物
を
使

い
た
く
な
っ
た
時
に
実
行
す
る
対
処
ス
キ
ル
）
を
測
定
す
る
尺
度
で
あ
る
。

（
５
）　

効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
独
自
に
開
発
し
た
援
助
希
求
尺
度
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
薬
物
を
使
用
し
な
い
た
め
に
、
医
療
機
関
や
自
助
グ
ル
ー
プ
等
に

援
助
を
求
め
る
た
め
の
知
識
と
意
欲
、
自
信
を
測
定
す
る
尺
度
で
あ
る
。

（
６
）　D

rug A
buse Screening T

est

の
こ
と
。
臨
床
で
の
重
症
度
評
価
及
び

治
療
・
評
価
研
究
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
二
〇
項
目
の
自
記
式
評
価
尺

度
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
嶋
根
ら
（
二
〇
一
五
）・D

A
ST

-20

日
本
語
版
の

信
頼
性
・
妥
当
性
の
検
討　

日
本
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
医
学
会
雑
誌
、
五
〇

（
六
）、
三
一
〇
―
三
二
四
。
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